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編 章 節 条 項
項
以
下

章節条
（項目見出し）

現行条文 編 章 節 条 項
項
以
下

編章節条
（項目見出し）

新条文

1 2 1 2 2

路床最終仕上げ後，路床面全体にわたって，少なくとも１
回，タイヤローラその他承諾を受けたゴム輪車輌で，プ
ルーフローリングを行わなければならない。この場合，プ
ルーフローリングに使用する車輌のタイヤ接地圧は，3.5kg
／cm2以上でなければならない。

1 2 1 2 2 （削除） 品質管理基準による

3 1 1 4

共通仕様書第３編土木工事共通編１－１－５監督職員によ
る検査（確認を含む）及び立い等６．に規定する段階確認
の確認項目及び確認の程度は，別表－１ 段階確認の確
認項目及び確認の程度によるものとする。

3 1 1 4

共通仕様書第３編土木工事共通編１－１－５監督職員によ
る確認及び立会等６．に規定する段階確認の確認項目及
び確認の程度は，別表－１段階確認の確認項目及び確認
の程度によるものとする。

誤字の修正

3 2 2 1 1
受注者は，下層路盤工及び上層路盤の最終仕上げ後，路
盤表面全体にわたって，少なくとも１回，承諾をうけたゴム
輪車輪で，プルーフローリングを行わなければならない。

3 2 2 1 1 （削除） 品質管理基準による

3 2 2 1 2
プルーフローリングに使用する車輌の接地圧は，5.2kg／
cm２以上でなければならない。

3 2 2 1 2 （削除） 品質管理基準による

3 2 2 1 3
歩道，路肩，取付坂路及び公園の園路等の，プルーフ
ローリングは，監督職員の承諾を得て省略することができる
ものとする。

3 2 2 1 3 （削除） 品質管理基準による

共通仕様書（土木工事編Ⅱ）新旧対照表

改定理由

現行条文（平成28年10月） 新条文（平成30年10月）
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